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特定するために必要な単位で作業を洗い出した上で、国際連合から勧告として公表された「化学

品の分類及び表示に関する世界調和システム（ＧＨＳ）」（以下「ＧＨＳ」という。）で示されて

いる危険性又は有害性の分類等に則して、各作業における危険性又は有害性を特定するものとす

る。

　ただし、化学プラント等においては、工程ごとに分割する方法、又は配置ごとに分割する方法

等によりいくつかのブロックに分割し、ブロック内の設備ごとに調査等の対象とし、化学物質等

の危険性又は有害性を特定するものとすることができる。

（2）事業者は、（1）の化学物質等による危険性又は有害性の特定に当たり、労働者の疲労等の危険

性又は有害性への付加的影響を考慮するものとする。

９　リスクの見積り

（1）事業者は、リスク低減の優先度を決定するため、次に掲げる方法等により、化学物質等による

危険性又は有害性により発生するおそれのある負傷又は疾病の重篤度及びそれらの発生の可能性

の度合をそれぞれ考慮して、リスクを見積もるものとする。

ア　負傷又は疾病の重篤度とそれらが発生する可能性の度合を相対的に尺度化し、それらを縦軸

と横軸とし、あらかじめ重篤度及び可能性の度合に応じてリスクが割り付けられた表を使用し

てリスクを見積もる方法

イ　負傷又は疾病の発生する可能性とその重篤度を一定の尺度によりそれぞれ数値化し、それら

を加算又は乗算等してリスクを見積もる方法

ウ　負傷又は疾病の重篤度及びそれらが発生する可能性等を段階的に分岐していくことによりリ

スクを見積もる方法

（2）事業者は、化学物質等による疾病については、(1) にかかわらず、化学物質等の有害性の度合

及びばく露の量のそれぞれを考慮して次の手法により見積もることができる。なお、次の手法の

うち、アの方法を採ることが望ましい。

ア　調査の対象とした化学物質等への労働者のばく露濃度等を測定し、測定結果を当該化学物質

のばく露限界（日本産業衛生学会の「許容濃度」等）と比較する方法。その結果、ばく露濃度

等がばく露限界を下回る場合は、当該リスクは、許容範囲内であるものとして差し支えないも

のであること。

イ　調査の対象とした化学物質等による有害性及び当該化学物質等への労働者のばく露の程度を

相対的に尺度化し、それらを縦軸と横軸とし、あらかじめ有害性及びばく露の程度に応じてリ

スクが割り付けられた表を使用してリスクを見積もる等の方法。

（3）事業者は、（1）の負傷若しくは疾病の発生の可能性の度合又は (2) の労働者のばく露濃度の評

価を行うに際して次の事項を把握し、活用すること。ただし、ケの事項については、当該情報を

有する場合に限る。

ア　当該化学物質等の性状

イ　当該化学物質等の製造量又は取扱量

ウ　当該化学物質等の製造等に係る作業の内容

エ　当該化学物質等の製造等に係る作業の条件及び関連設備の状況


